第十二课　コピー食品
単語
　出回る

①上市、登市
　△白菜はもう出回った/白菜已经上市了。
　△ほうれん草の出回る季節になった/到了菠菜上市的季节了。　
②充斥　
△この絵のにせものが出回っているようだ/好像在市面上有这幅画的伪造品。 　　 

　苦しめる
①欺负、折磨、使……痛苦
△人を苦しめる/欺负人、使人痛苦
△貧乏に苦しめられる/穷苦
②使……操心、使……为难、使……烦恼
△いつも悪い成績をとって、親を苦しめる/考的成绩总是不好，叫父母担心。
　味わう
①尝、品位
△ 一つ味わってご覧なさい/请尝尝看。
△ 郷土料理を味わう/品尝地方风味。
△ 塩加減はどうかと味わう/尝一尝咸淡。
②玩味、鉴赏 
  △詩を味わう/鉴赏诗歌。
　△味わうべき言葉/值得玩味的话。
　△よく味わうと、その意味が分かる/细一玩味，就会明白其中的意思。
③经验、体验 
  △旅の面白みを味わった/体验了旅行的乐趣。
　△ 社会の苦しみを味わったことのない若い世代/没有受过社会之苦的年轻一代

　噛む
①咬
  △犬に噛まれる/　被狗咬。　
　△鉛筆を噛むのは悪い癖だ/咬铅笔是不好的习惯。
②嚼、咀嚼
  △よく噛んで食べる/细嚼慢咽。
　△チューインガムを噛む/嚼口香糖。
　△魯迅の文章は噛めば噛むほど味がある/鲁迅的文章越咀嚼越有滋味。
③有关　
 △このことは彼が一枚かんでいる/这件事情牵扯到他。

　真面目くさる

装认真、装正经　

　△真面目くさった人/道貌岸然的人
　もっとも
　①合理、正当、理所当然
  △もっともな意見/正确的意见　　
　△もっともな要求/正当的要求
　△ごもっともです/您说得对。
　△あなたが悪かったのだから、あの人が怒るのももっともだ/是你不对，他生气也是理所当然的。
 ②话虽如此、不过
   △明日は出かけるつもりだ。もっとも雨が降れば別だが/我明天打算出门，不过，如果下雨就另当别论了。
　△日本人は刺身が好きだ。もっとも例外はいるが/日本人喜欢吃生鱼片，话虽如此，可也有例外。
　△毎日五時まで会社に勤めています。もっとも土曜日は午前だけです/每天在公司工作到五点，但星期六只是上午。

文法
1 ～ように見える。

　用言连体形（或体言+の）+ように見える”表示说话人对眼前事物进行的判断，相当于　汉语的“看上去像是……”

　△ついこの間までは大学生って何となく楽しそうに見えたからね ,でも。。
直至最近，才无意间看见大学生好象挺开心的。但是。。。。
　△かつらをすると、別人のように見える/一戴上假发，看上去像是别人一样。
　　“見える”还可以用“ように”以外的表达方式。表示实际情况与所见相反。
　△やさしく見えますが、本当は厳しいです/看上去像是很和气，其实很厉害。
　△目の前に見えますが、実は遠いです/看上去像是就在眼前，其实很远。 

2 接尾词“ざわり”

　动词“触る”的名词形，接在某些名词后面，音变成 “ざわり”表示接触时的感觉。

　△最近歯ごたえや歯ざわりなど感触にこだわったタイプの商品が出回っていますが、今日はその人気の背景を探ってみたいと思います。
最近，强调口感和嚼头类型的商品上市了，今天我想探寻一下其广受欢迎的原因
　△肌ざわりのいいシャツ/穿着很舒适的衬衣。
3 副词“そっくり”

　“そっくり”接在体言或 “に”、“ と”后面，表示两个不同的事物非常相似，也可以表示数量多，相当于汉语的“一模一样”或“完全、全部”

　△姉にそっくりな顔立ち/和姐姐一模一样的长相。
　△そっくりさん/酷似名人（演员）的人。

4 ～に向く

　“体言或用言体言化的形式+に向く”表示“适合于……”

　△ 自分に向いた仕事を選んだ人は幸せだ/选择了适合自己的工作的人是幸福的。 
　△その本は小学生に向かない/那本书不适合小学生。
　△この料理は弁当のおかずにも向くでしょう/这种菜也适合做盒饭的菜吧。
5 “てしまう”的约音“ちまう”

　“てしまう”在口语里约音为　“ちまう”或“ちゃう”，“でしまう”约音是 “じまう”或“じゃう”。表示动作的全部完成或消极的结果。

　△すっかり食べちまった/全部都吃了。
　△もう少しだから、やっちまおう/就还剩下一点了，全部做完吧。
　△まずいことになっちゃった/事情变得棘手了。 

6 助詞“さ”

　①接在句节后面，表示加强语气，以引起对方注意

　②接在句末，上接体言时要省去“です”“だ”。一般为男子用语。表示轻微　的断定和主张，还可以和疑问词一起用，表示反对对方所言或强烈的反问。 


　△勉強の方法を変えなければ、いくら勉強しても進歩しないさ /不改变学习方法，怎么学都不会进步。
　△そんなに急がなくてもいいさ。 /不必那么急嘛。
　△これも食べてはいけないって、それじゃ、何を食べればいいのさ /这也不能吃？那么，吃什么？
　△「李さんの絵はうまいなあ。」「何さ。あんな絵ぐらい、私だって描けるよ。」 
　　/“小李的画不错啊。”“好什么呀，那种画，我也能画。”

7 接续词“だって”

　“だって”用于口语，表示为自己的行为进行辩解的某种理由。常和“のだ”、“のだもの”“のだから”呼应使用。
△今日はタクシーで来ちゃった。だって、遅れそうだったんだ /今天我是坐出租车来的。因为眼看要迟到了嘛。
　△早く帰りなさい。だってあなたはまだ宿題をやっていないんだから /早点回来呀。因为你作业还没有完成呢。
　△「昨日、なぜ来なかったんですか。」「だって風邪で熱があったんですもの。」
　　/“昨天，你为什么没来啊？”“因为感冒发烧了。”

8 终助词 “っけ”

　终助词“っけ”只用于口语，接在句末。用“だっけ”或“ たっけ”的形式表达。

　①表示回忆起某件事，特别用来表示怀念过去的某件事。
　△子供のころは、よく君とけんかしたっけ/孩提时代，我常常和你吵架。
　△子供のころは、この辺でよく遊んだっけ/小时侯，我常在这附近玩。

　②表示询问，确认已经遗忘的事情。

　△これ、なんていう花でしたっけ/这个，叫什么花？
　△あなたは本当に学校に来ていたっけ/你真的来学校了？
　　　
9 “って”的含义

　“って”只用于口语。
　①接在体言和引用句后面，表示引用或思考的内容。可以后续“言う”“伝える”“答える”等动词。

　△彼はすぐ来るって言っています/他说他马上来。
　△もう来ないだろうって思ったのですけど/觉得也许不来了吧。

　②表示“というのは”

　△ＷＴＯって、何のことですか/所谓“ＷＴＯ”，是指什么？
　△うわさって怖いものです/流言这东西，是很可怕的。

　③重复对方的话，并对此进行说明、反问等。

　△A：これ、どこで買ったの？
　　B：どこって、マニラだよ。 /“这是在哪儿买的？”“哪儿？马尼拉。”
　△A：もうこの辺でやめてほしいんだが。
　　B：やめるって、一体どういうことですか。 

/“想请你就此停住。”“停住？到底是怎么回事？”

　④表示转达别人的话，相当于“そうだ。”

　△山田さんお酒、きらいなんだって /听说山田不喜欢喝酒。
　△あの店のケーキおいしいんだって/ 听说那个店的糕点味道不错。
　△あの人はまだ学生なんですって /听说那个人还是学生。
前文

コピー食品が出回っている 。コピー食品というのは、本物ではないが、本物によく似ている食品である。例えば、かにの足のように見えるが、実は安い魚で作ったものや、サラダオイル で作ったイクラ など、たくさん出ている。本物よりずっと安い材料を使ったり、普通なら 捨てる部分を集めて上等 の肉のように作ったりする。お客は安いと思って喜んで買う。

　このようなコピー食品を作るには、高度 な技術が必要である。最近は加工技術が進んだので、味、色、形から、香り 、歯ざまで、本物そっくりのものを作ることができる。しかし、安い材料をおいしくするためには、たくさんの食品添加物を使う。また、大きな工場で大量 に作るから、合成

 HYPERLINK "http://det.tjfsu.edu.cn/j_course_2/book_3/lesson_12/3_12_a.htm" \l "14" 保存料などもたくさん使う必要がある。

　こうしてできたコピー食品は形が同じで、料理しやすいから、学校給食 や外食 産業で使うのに向いている。これから大きくなる子供たちが、コピー食品をたくさん食べるのは、心配なことである。しかも 、本物の魚と違って、骨がないから、喜んで食べる場合も多いそうだ。

　にせもの の食品は昔からあった。安い魚を高い魚の名前で売ったりすることは、珍しくなかった。しかし現在は、加工技術の進歩のために、人間の体に悪いものが出回るようになった。科学の進歩が人間を苦しめるのは残念なことである。
会話
（会社で残業中の社員の会話。Aは男性、Bは女性。）

A　このおすしはどうしたんですか。
B　部長のおごりです。先に帰るから、食べてくださいって。
A　へえ、珍しい。じゃ、食べましょう。
B　ええ。
A　お、イクラが入っている。僕、イクラ大好きなんです。
B　じゃ、私のもどうぞ。
A　いいんですか。
B　ええ、私はいりませんから、どうぞ。
A　じゃ、いただきます。でも、どうしてですか。
B　安いイクラはコピー食品だって聞いたので。
A　コピーって 、にせものですか。
B　ええ、サラダオイルで作るんですって。
A　へえ？でも、色も形もそっくりですよ。（食べて）味もそっくり。
B　歯ざわりも。
A　ええ。
B　このかにの足も、きっと安いお魚ですよ、本当は。
A　でも、うまいですよ。すばらしい加工技術ですね。
B　食品添加物がたくさん入っていますよ。
A　そうでしょうね。
B　合成保存料も。
A　ちょっとこわいですね。
B　そうですよ。特に子供が学校給食や外食でコピー食品を食べるのは、心配ですよ。
A　でも、どうしてこのイクラやかにがコピー食品だと分かるんですか。
B　部長のおごりですもの。
（二）夫と妻の会话、デパトの食品売場で
妻　あら、これ、安いわ。
夫　どれ？
妻　このイクラ。
夫　ほんとだ。
妻　どうしてこんなに安いのかしら。
夫　うん…、あ、分かった。このごろはやりのコピー食品だよ。
妻　コピー？
夫　にせものだよ。たしか、イクラはサラダオイルで作るんだよ。
妻　へえ、でも、本物そっくりね。
夫　素人には区別ができないんだって。
妻　食べても？
夫　うん。
妻　じゃ、いいじゃないの、コピーでも。安くて。
夫　そんなことないよ。
妻　どうして？
夫　自然の食品じゃないんだ。工場で作るんだよ。
妻　そうね。
夫　どんな添加物が入っているか、分からないよ。
妻　そうね。
夫　合成保存料もたくさん入っているよ、きっと。
妻　そうね、じゃ、やめましょう。
夫　やめて、本物を買う？
妻　いいえ、本物のサラダオイルを買って…。
夫　え？
妻　安いお魚のフライを作りましょう。
